
(57)【要約】

　

【課題】頭部の高さが調整可能で、多機能の棟金具を提

供する。

【解決手段】この棟金具は、底面部と側面部とから成り

棟瓦固定用木材を保持する頭部(10)と、この頭部の底面

部から下方に向けて延長されこの延長方向に離間して形

成される幅方向への切り欠きの箇所で棟瓦固定用木材の

延長方向と直交する方向に互いに離間するように折り曲

げられる１対の脚板から成る脚部(20)とを備えている。

そして、頭部の底面部は、保持対象の棟瓦固定用木材の

長手方向と幅方向とに沿って適宜な距離離間しかつこの

底面部の中央部分に相互の連結部分を有する第１，第２

の部分から成り、側面部(12,13) は底面部に対して折り

曲げ自在に連結され、棟瓦固定用木材の長手方向に沿っ

て互いに分離された複数の側板(12a,12b,13a,13b) から

成り、１対の脚板(21,22) は底面部の第１，第２の部分

の相互の連結部分を除く箇所に連結される。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 底 面 部 と 側 面 部 と か ら 成 り 棟 瓦 固 定 用 木 材 を 保 持 す る 頭 部 と 、 こ の 頭 部 の 底 面 部 か ら 下
方 に 向 け て 延 長 さ れ こ の 延 長 方 向 に 離 間 し て 形 成 さ れ る 幅 方 向 へ の 切 り 欠 き の 箇 所 に お い
て 前 記 棟 瓦 固 定 用 木 材 の 延 長 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 互 い に 離 間 す る よ う に 折 り 曲 げ ら れ る
１ 対 の 脚 板 か ら 成 る 脚 部 と を 備 え た 棟 金 具 に お い て 、
　 前 記 頭 部 の 底 面 部 は 、 前 記 保 持 対 象 の 棟 瓦 固 定 用 木 材 の 長 手 方 向 と 幅 方 向 と に 沿 っ て 適
宜 な 距 離 離 間 し か つ こ の 底 面 部 の 中 央 部 分 に 相 互 の 連 結 部 分 を 有 す る 第 １ ， 第 ２ の 部 分 か
ら 成 る こ と と 、
　 前 記 側 面 部 は 前 記 底 面 部 に 対 し て 折 り 曲 げ 自 在 に 連 結 さ れ る と 共 に 、 前 記 棟 瓦 固 定 用 木
材 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 互 い に 分 離 さ れ た 複 数 の 側 板 か ら 成 る こ と と 、
　 前 記 １ 対 の 脚 板 は 、 前 記 底 面 部 の 第 １ ， 第 ２ の 部 分 の 相 互 の 連 結 部 分 を 除 く 箇 所 に 連 結
さ れ た こ と を 特 徴 と す る 棟 金 具 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 棟 金 具 は 、 打 ち 抜 き と プ レ ス 加 工 に よ っ て 成 型 さ れ た １ 枚 の 金 属 板 を 折 り 曲 げ る こ
と に よ り 完 成 さ せ た 立 体 構 造 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 棟 金 具 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ の い ず れ か に お い て 、
　 前 記 頭 部 の 側 面 部 の 複 数 の 側 板 の う ち 少 な く と も 二 つ は 、 斜 め 下 方 に 折 り 曲 げ ら れ て 貫
板 に 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 棟 金 具 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 つ に お い て 、
　 前 記 頭 部 の 側 面 部 の 複 数 の 側 板 は す べ て ほ ほ 水 平 方 向 に 延 長 さ れ 、 棟 ト タ ン を 保 持 す る
た め の 平 板 の 保 持 に 使 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 棟 金 具 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に お い て 、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 前 記 １ 対 の 脚
部 は 、 連 結 部 の 下 方 に お い て 拡 幅 部 分 が 形 成 さ れ 、 こ の 拡 幅 部 分 に 屋 根 へ の 固 定 用 釘 穴 が
形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 棟 金 具 。
　 　 　 　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 屋 根 の 頂 部 を 覆 う 棟 瓦 を 固 定 す る の に 使 用 さ れ る 棟 金 具 に 関 す る も の で あ り
、 特 に 、 使 用 す る 瓦 の 種 類 に 応 じ て 頭 部 の 高 さ と 形 状 を 現 場 で 変 更 で き る よ う に し た 棟 金
具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 屋 根 の 頂 部 で 棟 瓦 を 固 定 す る た め の 器 具 と し て 棟 金 具 が 使 用 さ れ て い る 。 こ の 種
の 棟 金 具 は 、 例 え ば 実 公 平 ７ － ３ ２ ７ １ ６ 号 公 報 の 図 ４ に 従 来 例 と し て 記 載 さ れ て い る よ
う に 、 棟 瓦 固 定 用 木 材 を 保 持 す る 上 向 き の コ の 字 形 状 を 呈 す る 頭 部 と 、 こ の 頭 部 の 下 に 延
長 さ れ る 所 定 長 の 胴 部 と 、 こ の 胴 部 の 下 方 に 左 右 に 開 い た 状 態 で 取 付 け ら れ 、 屋 根 へ の 固
定 に 使 用 さ れ る 脚 部 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 実 公 平 ７ － ３ ２ ７ １ ６ 号 公 報 に は 、 実 質 的 な 胴 部 の 長 さ 、 し た が っ て 、 脚 部 の 取 付
け 箇 所 か ら の 頭 部 の 高 さ を 、 瓦 の 種 類 な ど に 応 じ て 現 場 で 調 整 可 能 と し た 棟 金 具 が 開 示 さ
れ て い る 。 す な わ ち 、 図 ９ の 斜 視 図 に 示 す よ う に 、 上 向 き の コ の 字 形 状 を 呈 す る 頭 部 ５ １
の 下 方 に 一 定 長 の 胴 部 ５ ２ が 取 付 け ら れ 、 こ の 胴 部 ５ ２ の 下 方 に さ ら に 脚 部 ５ ３ が 取 付 け
ら れ る 。 こ の 脚 部 ５ ３ を 構 成 す る ２ 枚 の 脚 板 ５ ３ ａ ， ５ ３ ｂ は 、 使 用 前 は 、 図 中 に 点 線 で
示 す よ う に 、 互 い に 真 っ 直 ぐ な 閉 脚 状 態 に 保 た れ る 。 脚 板 ５ ３ ａ ， ５ ３ ｂ の そ れ ぞ れ に は
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、 そ の 長 さ 方 向 に 離 散 さ せ て 幅 方 向 の 切 り 欠 き ５ ３ ｃ が 複 数 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 棟 金 具 の 使 用 時 に は 、 曲 げ 剛 性 を 減 少 さ せ た 切 り 欠 き 部 ５ ３ ｃ の 形 成 箇 所 で 、 ２ 枚
の 脚 板 を 相 互 に 離 間 す る よ う に 湾 曲 さ せ る こ と に よ り 、 図 ９ に 実 線 で 示 す よ う な 開 脚 の 状
態 に す る 。 こ の 開 脚 の 状 態 で 、 釘 穴 ５ ３ ｄ を 通 し て 釘 を 打 ち 込 む こ と に よ り こ の 棟 金 具 を
屋 根 の 頂 部 に 固 定 す る 。 次 い で 、 図 中 の 矢 印 で 示 す Ｚ 軸 方 向 に 延 長 さ れ る 棟 瓦 固 定 用 木 材
が 頭 部 ５ １ に 保 持 さ れ 、 釘 穴 ５ １ ｃ を 通 し て 打 ち 込 ま れ る 釘 に よ り こ の 頭 部 ５ １ に 固 定 さ
れ る 。 こ の 棟 金 具 は 、 屋 根 の 頂 部 の 稜 線 方 向 に 沿 っ て 、 適 宜 な 間 隔 で 複 数 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 棟 金 具 は 、 製 造 コ ス ト を 減 少 さ せ る た め に 、 １ 枚 の 金 属 板 を 折 り 曲 げ て 作 ら れ る 。
す な わ ち 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 打 ち 抜 き と プ レ ス 加 工 に よ っ て 成 型 し た １ 枚 の 金 属 板 を
点 線 に 沿 っ て 折 り 曲 げ る こ と に よ り 、 図 ９ に 示 し た よ う な 立 体 形 状 の 棟 金 具 が 作 成 さ れ る
。 な お 、 図 １ ０ に お い て 、 ５ １ ａ は 頭 部 の 底 板 、 ５ １ ｂ は 頭 部 の 側 板 で あ る 。 な お 、 図 １
０ に お い て 、 幅 方 向 へ の 切 り 欠 き や 釘 穴 は 、 便 宜 上 、 図 示 が 省 略 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 平 ７ － ３ ２ ７ １ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ９ と 図 １ ０ に 示 し た 頭 部 の 高 さ を 調 整 で き る 従 来 の 棟 金 具 は 、 連 結 部 ５ ２ ａ の 長 さ で
決 ま る 固 定 長 の 胴 部 ５ ２ の 下 方 に 、 可 変 長 の 脚 部 ５ ３ を 取 付 け た 構 造 と な っ て い る 。 こ の
た め 、 図 ９ に 示 す よ う に １ 枚 の 金 属 板 を 折 り 曲 げ て 作 る と い う 方 法 を 採 用 す る 限 り 、 胴 部
５ ２ の 長 さ を ゼ ロ に す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ る 。 こ の 胴 部 を ゼ ロ に し た い と い
う 要 求 は 、 プ レ ハ ブ 住 宅 用 の 薄 型 の ス レ ー ト 瓦 を 葺 く 場 合 な ど に し ば し ば 生 じ る 。 コ の 字
形 状 の 頭 部 と 脚 部 を 別 々 に 作 成 し 、 溶 接 や ネ ジ 止 め に よ っ て 相 互 を 連 結 す る 製 造 方 法 に 変
更 す れ ば 、 胴 部 を 省 略 で き 、 従 っ て そ の 長 さ を ゼ ロ に で き る 。 し か し な が ら 、 こ の 製 造 方
法 で は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 打 ち 抜 き と プ レ ス 加 工 に よ っ て 成 型 し た １ 枚 の 金 属 板 を 折 り
曲 げ て 立 体 構 造 を 完 成 さ せ る と い う 製 造 方 法 に 比 べ て 、 溶 接 や ネ ジ 止 め な ど の 接 合 工 程 が
必 要 に な り 、 製 造 コ ス ト が 上 昇 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 従 来 の 棟 金 具 は 、 棟 瓦 固 定 用 木 材 の 保 持 と い う 単 一 の 機 能 し か 備 え て い な い 。 す
な わ ち 、 貫 板 な ど 種 々 の 部 品 が 固 定 さ れ る 屋 根 の 頂 部 に 設 置 さ れ る と い う 利 点 を 十 分 に 活
か し き れ て い な い と い う 問 題 も あ る 。 さ ら に 、 従 来 の 棟 金 具 の 構 造 で は 、 棟 瓦 を 止 め る た
め に 上 方 か ら 下 方 に 向 け て 打 ち 込 ま れ る 釘 が 長 す ぎ て 保 持 中 の 棟 瓦 固 定 用 木 材 を 貫 通 し た
時 に 、 頭 部 の 底 板 に 当 た っ て し ま い 固 定 の 機 能 が 阻 害 さ れ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
さ ら に 、 従 来 の 棟 金 具 で は 、 棟 瓦 の 固 定 専 用 と な っ て お り 、 棟 瓦 で は な く 棟 ト タ ン を 固 定
す る 用 途 に は 使 用 で き な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 一 つ の 目 的 は 、 頭 部 の 高 さ を 胴 部 が ゼ ロ の 場 合 も 含 め て 調 整 可 能 な 棟
金 具 、 特 に 、 １ 枚 の 金 属 板 を 折 り 曲 げ て 立 体 構 造 を 完 成 さ せ る 製 造 方 法 が 適 用 可 能 な 棟 金
具 を 提 供 す る こ と に あ る 。 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 棟 瓦 固 定 用 木 材 を 保 持 す る と い う 従 来 の
機 能 に 加 え て 、 他 の 部 品 を 保 持 す る と い う 新 た な 機 能 も 兼 ね た 多 機 能 の 棟 金 具 を 提 供 す る
こ と に あ る 。 本 発 明 の さ ら に 他 の 目 的 は 、 上 方 か ら 打 ち 込 ま れ る 長 す ぎ る 釘 に 対 し て 逃 げ
の 空 間 を 提 供 可 能 な 棟 金 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。 本 発 明 の さ ら に 他 の 目 的 は 、 棟 瓦 で は
な く 棟 ト タ ン を 設 置 す る 場 合 に も 適 用 で き る 万 能 の 棟 金 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 従 来 技 術 の 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の 棟 金 具 は 、 底 面 部 と 側 面 部 と か ら 成 り 棟 瓦 固 定
用 木 材 を 保 持 す る 頭 部 と 、 こ の 頭 部 の 底 面 部 か ら 下 方 に 向 け て 延 長 さ れ こ の 延 長 方 向 に 離
間 し て 形 成 さ れ る 幅 方 向 へ の 切 り 欠 き の 箇 所 に お い て 棟 瓦 固 定 用 木 材 の 延 長 方 向 と 直 交 す
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る 方 向 に 互 い に 離 間 す る よ う に 折 り 曲 げ ら れ る １ 対 の 脚 板 か ら 成 る 脚 部 と を 備 え て い る 。
そ し て 、 上 頭 部 の 底 面 部 は 、 保 持 対 象 の 棟 瓦 固 定 用 木 材 の 長 手 方 向 と 幅 方 向 と に 沿 っ て 適
宜 な 距 離 離 間 し か つ こ の 底 面 部 の 中 央 部 分 に 相 互 の 連 結 部 分 を 有 す る 第 １ ， 第 ２ の 部 分 か
ら 成 り 、 上 記 頭 部 の 側 面 部 は 底 面 部 に 対 し て 折 り 曲 げ 自 在 に 連 結 さ れ る と 共 に 、 棟 瓦 固 定
用 木 材 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 互 い に 分 離 さ れ た 複 数 の 側 板 か ら 成 り 、 上 記 １ 対 の 脚 板 は 頭 部
の 底 面 部 の 第 １ ， 第 ２ の 部 分 の 相 互 の 連 結 部 分 を 除 く 箇 所 に 連 結 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 棟 金 具 に お い て は 、 １ 対 の 脚 板 が 、 底 面 部 の 中 央 部 分 の 連 結 部 分 を 除 く 箇 所 に
連 結 さ れ て い る の で 、 頭 部 の 高 さ を 胴 部 が ゼ ロ の 場 合 を も め て 調 整 で き る 。 特 に 、 打 ち 抜
き と プ レ ス 加 工 に よ っ て 成 型 さ れ た １ 枚 の 金 属 板 を 折 り 曲 げ て 立 体 構 造 を 完 成 す る 製 造 方
法 が 採 用 で き 、 製 造 コ ス ト が 低 減 さ れ る と い う 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 頭 部 の 底 面 部 の 第 １ ， 第 ２ の 部 分 に 連 な る 側 面 部 は 、 棟 瓦 固 定 用 木 材 の 長 手 方 向
に 沿 っ て 互 い に 分 離 さ れ た 複 数 の 側 板 か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 棟 瓦 固 定 用 木 材 の
保 持 に ２ 個 の 側 板 を 割 り 当 て 、 残 り の 側 板 を 他 の 部 品 の 保 持 用 に 割 り 当 て る こ と が 可 能 に
な る と い う 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 棟 金 具 で は 、 頭 部 の 底 面 部 が 保 持 対 象 の 棟 瓦 固 定 用 木 材 の 長 手 方 向 と
幅 方 向 に 沿 っ て 適 宜 な 距 離 離 間 し か つ 頭 部 の 棟 瓦 固 定 用 木 材 の 長 手 方 向 の 中 央 部 に お い て
互 い に 連 結 さ れ る 第 １ ， 第 ２ の 部 分 か ら 構 成 さ れ の で 、 第 １ ， 第 ２ の 部 分 の 前 後 に 逃 げ 用
の 空 間 が 形 成 さ れ る 。 こ の 結 果 、 棟 瓦 を 止 め る 際 に 釘 が 長 す ぎ て 保 持 中 の 棟 瓦 固 定 用 木 材
を 貫 通 し た 場 合 、 こ の 逃 げ 用 の 空 間 に 釘 の 先 端 部 を 誘 導 す る こ と に よ り 、 釘 の 先 端 部 が 底
面 部 に 衝 突 す る 事 態 を 回 避 で き る と い う 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 本 発 明 の 棟 金 具 は 、 頭 部 の 側 面 部 が そ の 底 面 部 に 対 し て 折 り 曲 げ 自 在 に 連 結 さ れ
て い る の で 、 複 数 の 側 板 の す べ て を ほ ぼ 水 平 方 向 に 延 長 さ せ る こ と に よ り 、 棟 瓦 の 保 持 用
と し て だ け で は な く 、 棟 ト タ ン の 保 持 用 と し て も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 一 つ の 好 適 な 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 棟 金 具 が 打 ち 抜 き と プ レ ス 加 工 に よ っ て 成
型 さ れ た １ 枚 の 金 属 板 を 折 り 曲 げ る こ と に よ っ て 立 体 構 造 を 完 成 す る と い う 製 造 方 法 が 適
用 さ れ る の で 、 安 価 な 製 造 コ ス ト の 棟 金 具 を 提 供 で き る と い う 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 他 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 頭 部 の 側 面 部 の 複 数 の 側 板 の う ち 少 な く と も
二 つ は 、 斜 め 下 方 に 折 り 曲 げ ら れ て 貫 板 に 固 定 さ れ る こ と に よ り 、 棟 瓦 固 定 用 木 材 保 持 の
機 能 に 加 え て 貫 板 保 持 の 機 能 も 有 す る と い う 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の さ ら に 他 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 １ 対 の 脚 板 の そ れ ぞ れ は 、 連 結 部 の 下
方 に お い て 拡 幅 部 分 が 形 成 さ れ 、 こ の 拡 幅 部 分 に 屋 根 へ の 固 定 用 釘 穴 が 形 成 さ れ る こ と に
よ り 、 こ の 棟 金 具 を ３ ～ ４ ｃ ｍ の 比 較 的 小 さ な 幅 の 垂 木 の 上 に 固 定 す る こ と が 可 能 に な る
と い う 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 本 発 明 の さ ら に 他 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 頭 部 の 複 数 の 側 板 の す べ て を ほ
ぼ 水 平 状 態 に 保 つ こ と に よ り 、 棟 瓦 で は な く 棟 ト タ ン の 保 持 用 と し て 使 用 さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 の 棟 金 具 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 こ の 実 施 例 の 棟 金 具 は 概
ね 上 向 き の コ の 字 形 状 を 呈 す る 頭 部 １ ０ と 、 こ の 頭 部 １ ０ か ら そ の 下 方 に 向 け て 延 長 さ れ
る 脚 部 ２ ０ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 脚 部 ２ ０ を 構 成 す る ２ 枚 の 脚 板 ２ １ と ２ ２ に は 、 幅 方
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向 へ の 切 り 欠 き ２ １ ａ ， ２ ２ ａ が 脚 板 ２ １ ， ２ ２ の そ れ ぞ れ の 長 手 方 向 に 適 宜 な 距 離 で 離
間 し て 複 数 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ の 平 面 図 を 参 照 す る と 、 頭 部 １ ０ の 底 面 部 １ １ は 、 矢 印 で 示 す 棟 瓦 固 定 用 木 材 の 長
手 方 向 （ Ｚ 軸 ） に 沿 っ て 距 離 Δ Ｌ だ け 離 間 す る と 共 に 、 こ の 長 手 方 向 に 直 交 す る 棟 瓦 固 定
用 木 材 の 幅 方 向 に Δ Ｗ だ け 離 間 し た 第 １ ， 第 ２ の 部 分 １ １ ａ ， １ １ ｂ と 、 こ の 底 面 部 １ １
の 中 央 部 分 に お い て 第 １ ， 第 ２ の 部 分 １ １ ａ ， １ １ ｂ を 連 結 す る 相 互 の 連 結 部 分 １ １ ｃ と
か ら 構 成 さ れ て い る 。 底 面 部 １ １ の 第 １ の 部 分 １ １ ａ に 折 り 曲 げ 自 在 に 連 結 さ れ る 側 面 部
１ ２ は 、 棟 瓦 固 定 用 木 材 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 分 離 さ れ た ２ 個 の 側 板 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ か ら 構
成 さ れ て い る 。 同 様 に 、 底 面 部 １ １ の 第 ２ の 部 分 １ １ ｂ に 折 り 曲 げ 自 在 に 連 結 さ れ る 側 面
部 １ ３ は 、 棟 瓦 固 定 用 木 材 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 分 離 さ れ た ２ 個 の 側 板 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ か ら
構 成 さ れ て い る 。 脚 部 ２ ０ の ２ 枚 の 脚 板 ２ １ と ２ ２ は 、 底 面 部 １ １ の 第 １ ， 第 ２ の 部 分 の
相 互 の 連 結 部 分 １ １ ｃ を 除 く 箇 所 に 折 り 曲 げ 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ 、 図 ２ に 示 し た 本 実 施 例 の 棟 金 具 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 打 ち 抜 き ・ プ レ ス 成 型 さ れ
た １ 枚 の 金 属 板 を 点 線 の ま わ り に 折 り 曲 げ る こ と に よ っ て 作 成 さ れ る 。 図 ３ で は 、 脚 板 ２
１ と ２ ２ を そ れ ぞ れ 、 点 線 で 示 し た 底 面 部 の 第 １ ， 第 ２ の 部 分 １ １ ａ ， １ １ ｂ と の 境 界 線
の ま わ り に 紙 面 の 裏 側 に 向 け て 角 度 ９ ０ ° だ け 折 り 曲 げ 、 ４ 枚 の 側 板 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １
３ ａ ， １ ３ ｂ を 点 線 で 示 し た 底 面 部 の 第 １ ， 第 ２ の 部 分 １ １ ａ ， １ １ ｂ と の 境 界 線 の ま わ
り に 紙 面 の 表 側 に 向 け て 角 度 ９ ０ ° だ け 折 り 曲 げ る こ と に よ り 、 図 １ と 図 ２ に 示 し た 立 体
構 造 の 棟 金 具 が 作 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 図 ３ で は 便 宜 上 、 打 ち 抜 き と プ レ ス 加 工 に よ っ て 一 時 に 形 成 さ れ る 複 数 の 切 り 欠
き と 釘 穴 の 図 示 が 省 略 さ れ て い る 。 ま た 、 底 面 部 １ １ と 側 面 部 １ ２ ， １ ３ 間 の 点 線 で 示 す
折 り 曲 げ 自 在 な 連 結 箇 所 に は 、 厚 み を 減 ら し て 曲 げ 剛 性 を 低 下 さ せ る た め の 溝 が 形 成 さ れ
て い る が 、 便 宜 上 こ の 溝 の 図 示 が 省 略 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 脚 板 ２ １ と ２ ２ は 頭 部 １ ０ か ら あ る て い ど 離 れ た 箇 所 で 幅 が 拡 大 さ
れ る と い う 拡 幅 が 行 わ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 拡 幅 部 分 に 屋 根 へ の 固 定 用 釘 穴 ２ １ ｂ ， ２
２ ｂ が 形 成 さ れ る 。 こ れ は 、 こ の 棟 金 具 の 脚 部 を 釘 で 固 定 す る 垂 木 の 幅 が 典 型 的 に は ３ ｃ
ｍ ～ ４ ｃ ｍ の 範 囲 で あ る こ と を 考 慮 し た も の で あ る 。 す な わ ち 、 脚 板 ２ １ ， ２ ２ に 形 成 し
た 釘 穴 の 間 隔 が 垂 木 の 幅 よ り も 大 き く な っ て 、 垂 木 へ の 釘 打 ち に よ る 固 定 が で き な く な る
と い う 問 題 を 解 決 す る た め の 構 成 で あ る 。 す な わ ち 、 脚 板 ２ １ ， ２ ２ に 拡 幅 部 分 を 形 成 し
、 こ の 拡 幅 部 分 に 釘 穴 ２ １ ｂ ， ２ ２ ｂ を 形 成 す る こ と に よ り 、 釘 穴 ２ １ ｂ と ２ ２ ｂ と の 間
隔 を 、 通 常 ３ ｃ ｍ ～ ４ ｃ ｍ と い う 垂 木 の 幅 よ り も 小 さ な 値 に 設 定 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ は 、 頭 部 の 形 状 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 こ の 頭 部 の 形 状 は 、 頭 部 の 側 板 １ ２ ａ
， １ ３ ｂ を 直 立 さ せ て 棟 瓦 固 定 用 木 材 の 保 持 用 に 割 り 当 て る と 共 に 、 側 板 １ ３ ａ ， １ ２ ｂ
を ほ ぼ 水 平 状 態 に 保 つ こ と に よ り 、 こ れ ら の 側 板 １ ３ ａ ， １ ２ ｂ を 貫 板 な ど の 平 板 の 保 持
用 に 割 り 当 て る よ う に し た 場 合 の も の で あ る 。 こ れ に つ い て は 、 図 ６ を 参 照 し な が ら 後 述
す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ は 、 頭 部 の 他 の 形 状 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 こ の 頭 部 の 形 状 は 、 頭 部 の 全 て の
側 板 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ３ ａ ， １ ３ ｂ を ほ ぼ 水 平 状 態 に 保 持 す る こ と に よ り 、 全 て の 側 板
を 棟 ト タ ン の 保 持 用 に 割 り 当 て る よ う る し た 場 合 の も の で あ る 。 こ れ に つ い て は 、 図 ７ を
参 照 し な が ら 後 述 す る 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ は 、 こ の 実 施 例 の 棟 金 具 を 屋 根 の 頂 部 に 設 置 し て 棟 瓦 の 保 持 に 使 用 す る 様 子 を 他 の
部 品 と の 関 連 と 共 に 示 す 断 面 図 で あ る 。 ま ず 、 頭 部 か ら 下 方 の 開 脚 部 分 ま で の 長 さ が 所 望
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の 値 と な る よ う に 、 開 脚 状 態 に し た こ の 実 施 例 の 棟 金 具 が 幅 ３ ～ ４ ｃ ｍ の 垂 木 Ａ に 釘 で 固
定 さ れ る 。 次 い で 、 瓦 桟 Ｂ と 瓦 Ｃ を 順 次 取 付 け 、 こ の 瓦 Ｃ の 上 に 貫 板 、 平 割 板 な ど の 平 板
Ｄ を 載 置 す る 。 こ の 平 板 Ｄ に 対 し て 斜 め 下 方 に 折 り 曲 げ た 側 板 １ ２ ｂ と １ ３ ａ の 釘 穴 を 通
し て ネ ジ を 挿 入 し 、 螺 合 さ せ る こ と に よ り 、 平 板 Ｄ を 棟 金 具 の 側 板 １ ２ ｂ と １ ３ ａ に 固 定
す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 棟 金 具 の 頭 部 ２ ０ に 、 棟 瓦 固 定 用 木 材 Ｅ を 載 置 し 、 側 板 １ ２ ａ ， １ ３ ｂ に 形 成 さ
れ て い る 釘 穴 を 通 し て 釘 を 打 ち 込 む こ と に よ り 、 棟 瓦 固 定 用 木 材 Ｅ を 棟 金 具 の 頭 部 に 固 定
す る 。 こ の の ち 、 平 板 Ｄ の 上 に 面 土 用 瓦 Ｆ が 載 置 さ れ 、 こ の 面 土 用 瓦 Ｆ に 予 め 作 ら れ て い
る 釘 穴 を 通 し て 釘 が 打 ち 込 ま れ る こ と に よ り 、 面 土 用 瓦 Ｆ が 平 板 Ｄ に 固 定 さ れ る 。 続 い て
、 面 土 用 瓦 Ｆ の 上 に 棟 瓦 Ｇ を 載 置 す る 。 最 後 に 、 棟 瓦 Ｇ の 頂 部 に 形 成 さ れ て い る 釘 穴 を 通
し て 、 棟 瓦 固 定 用 木 材 Ｅ に 向 け て 長 目 の 釘 Ｈ が 下 方 に 向 け て 打 ち 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 際 、 図 ６ に 例 示 す る よ う に 、 釘 Ｈ が 長 す ぎ る と 、 そ の 先 端 部 が 棟 金 具 の 頭 部 の 底 板
に 衝 突 し て し ま い 、 棟 瓦 Ｇ の 固 定 に 支 障 が 生 じ る 。 こ の 実 施 例 の 棟 金 具 で は 、 底 面 部 １ １
の 第 １ ， 第 ２ の 部 分 １ １ ａ ， １ １ ｂ が 棟 瓦 固 定 用 木 材 の 長 手 方 向 と 幅 方 向 に そ れ ぞ れ 、 Δ
Ｌ ， Δ Ｗ だ け 離 間 し て い る た め 、 釘 の 先 端 部 を 逃 が す た め の 合 計 ２ Δ Ｌ × Δ Ｗ の 面 積 の 空
間 が 、 底 面 部 １ １ の 周 辺 部 に 形 成 さ れ る 。 こ の 逃 げ の 空 間 に 向 け て 、 釘 を 斜 め に 打 ち 込 む
こ と に よ り 、 釘 が 長 す ぎ る 場 合 の 上 記 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ７ は 、 こ の 実 施 例 の 棟 金 具 を 屋 根 の 頂 部 に 設 置 し 、 棟 瓦 で は な く 棟 ト タ ン の 保 持 に 使
用 す る 様 子 を 他 の 部 品 と の 関 連 と 共 に 示 す 断 面 図 で あ る 。 こ の 例 で は 、 頭 部 の す べ て の 側
板 を ほ ぼ 水 平 状 態 に 保 っ た 頭 部 の 形 状 の 棟 金 具 が 使 用 さ れ る 。 瓦 桟 Ｂ と 瓦 Ｃ を 順 次 取 付 け
る と こ ろ ま で は 、 図 ６ に 関 し て 説 明 し た と 同 様 で あ る 。 こ の の ち 、 貫 板 な ど の 平 板 Ｄ に 対
し て 側 面 部 の 側 板 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ３ ａ ， １ ３ ｂ の 釘 穴 を 通 し て ネ ジ を 挿 入 し 、 螺 合 さ
せ る こ と に よ り 、 平 板 Ｄ を 棟 金 具 の 側 面 部 の 側 板 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ３ ａ ， １ ３ ｂ に 固 定
す る 。 次 い で 、 棟 金 具 の 上 に 棟 ト タ ン Ｉ を 被 せ 、 棟 ト タ ン を 通 し て 平 板 Ｄ に 釘 を 打 ち 込 む
こ と に よ り 、 平 板 Ｄ に 棟 ト タ ン Ｉ を 固 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 の 棟 金 具 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 こ の 実 施 例 で は 、 底
面 部 １ １ の 第 １ の 部 分 １ １ ａ と 、 第 ２ の 部 分 １ １ ｂ と を 中 心 部 分 で 連 結 す る 連 結 部 １ １ ｃ
が 、 適 宜 な 幅 ｕ を 有 し て い る 。 こ の 図 ５ の 構 成 を 連 結 部 の 幅 ｕ が 適 宜 な 値 を 有 す る 一 般 的
な 構 成 と す る と 、 図 １ ～ 図 ３ を 参 照 し て 説 明 し た 最 初 の 実 施 例 は 連 結 部 分 の 幅 ｕ が ゼ ロ と
な る よ う な 特 殊 な 構 成 に 該 当 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 、 頭 部 の 底 板 部 を 平 坦 に す る 構 成 を 例 示 し た 。 し か し な が ら 、 底 面 部 １ １ の 連 結 部
１ １ ｃ に 断 面 が 半 円 形 状 で 棟 瓦 固 定 用 木 材 の 長 手 方 向 に 延 長 さ れ る 溝 を 形 成 し 、 こ の 溝 に
断 面 が 円 柱 形 状 の 鉄 筋 な ど を 保 持 さ せ る 機 構 を 付 加 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 頭 部 の 高 さ が 調 整 可 能 な 棟 金 具 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 実 施 例 の 棟 金 具 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 実 施 例 の 棟 金 具 の 立 体 構 造 を 作 成 す る 前 の 裁 断 さ れ プ レ ス さ れ た 一 枚 の 金 　
　 　 　 属 板 の 形 状 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 上 記 実 施 例 の 棟 金 具 の 変 更 可 能 な 頭 部 の 形 状 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 上 記 実 施 例 の 棟 金 具 の 変 更 可 能 な 頭 部 の 形 状 の 他 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 上 記 実 施 例 の 棟 金 具 を 屋 根 に 設 置 し 棟 瓦 の 固 定 に 使 用 す る 状 態 を 他 の 部 品 と の 　
　 　 　 関 連 と 共 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 上 記 実 施 例 の 棟 金 具 を 屋 根 に 設 置 し 棟 ト タ ン の 固 定 に 使 用 す る 状 態 を 他 の 部 品 　
　 　 　 と の 関 連 と 共 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ８ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 の 棟 金 具 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 頭 部 の 高 さ が 調 整 可 能 な 棟 金 具 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 上 記 従 来 例 の 棟 金 具 の 立 体 構 造 を 作 成 す る 前 の 裁 断 さ れ プ レ ス さ れ た 一 枚 　 　
　 　 　 　 の 金 属 板 の 形 状 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 10      頭 部
　 　 11　 　   底 面 部
　 　 11a,11b 底 面 部 の 第 １ , 第 ２ の 部 分
    12a,12b,13a,13b 側 面 部 の 側 板
　 　 20      脚 部
    21,22 　 脚 板
　 　 21a,22a 切 り 欠 き
　 　 21b,22b 釘 穴
　 　 A 　 　 　 垂 木
　 　 C 　 　 　 瓦
　 　 D 　 　 　 貫 板 な ど の 平 板
　   E 　 　 　 棟 瓦 固 定 用 木 材
    F 　 　 　 面 土 用 瓦
　 　 G       棟 瓦
　 　 H 　 　 　 釘
　 　 I 　 　 　 棟 ト タ ン
    ｕ 　 　 　 底 面 部 の 連 結 部 の 幅
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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